
3.学校評価(令和元年度 第２回目)

ここでは，１月に実施した令和元年度の第２回目の保護者・児童からの学校評価と教員の自己評価についてお知らせしています。

集計の結果から，『そう思う』＋『まあそう思う』を【良い点】，『あまりそう思わない』＋『そう思わない』を【改善点】と捉え，分けて記述しました。

お忙しい中，評価アンケートにご協力いただき，ありがとうございました。
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自分は元気に通学している

自分は仲良く生活している

自分は家庭学習毎日実施している

自分の長所をわかっている

自分は友達良いところがわかる

自分はあいさつがよくできる

自分は地域行事に進んで参加している

自分には夢がある

先生は分かりやすい指導をしている

先生は興味のわく授業をしている

先生は勉強の手助けをしてくれる

先生は褒めたり助けたりしてくれる

教室は楽しく安心できる場所である

先生は命・郷土について教えてくれる

先生には相談しやすい

児童
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子どもは元気に通学している

子どもは仲良く生活している

子どもは家庭学習を毎日実施している

子どもは自分の長所がわかっている

子どもはあいさつがよくできる

子どもは地域の行事に進んで参加している

学校では基礎基本を定着させている

学校は授業を工夫している

学校は個に応じた支援をしている

学校は子どもを理解し大切にしている

学校は安心できる環境作りをしている

学校は心の教育に取り組んでいる

困っていることを学校に相談しやすい

学校は家庭地域と連携している

学校は家庭に情報の提供をしている

学校は安全や健康管理の取り組みをしている

学力向上の情報提供（市の広報誌等から）

家庭と学校との連携の重要性（市・学校から）

学力向上についての情報提供（学校から）

保護者



　　回答に対し，「そう思う」「まあそう思う」を肯定的な意見，「あまりそう思わない」「そう思わない」を改善を要

　する意見としてとらえました。

【良い点】

　　・児童，保護者とも「分かりやすい授業」「興味のわく授業」「勉強の手助け」の授業に関する回答が全て肯定的な

　　　回答でした。担任・英語専科・ＡＬＴの３人体制で展開する英語学習，児童が互いの意見を交換し合う主体的な学び，

　　　タブレットの活用に取り組んでいるプログラミング教育等，授業改善に取り組んできた結果だと思います。

　　・児童，保護者，教員とも，「自分は元気に通学している」「自分は仲良く生活している」が，高い肯定感を示しました。

　　　今後も安全・安心で児童の元気な声に満ちた学校を目指していきます。

　　・児童は「先生は，褒めたり助けたりしてくれる」「命・郷土について教えてくれる」に肯定的な回答でした。

　　　児童一人ひとりを認め伸ばしていこうとする教職員のスタンス，道徳の授業を中心としながら全教科で取り組んで

　　　きた情操教育の成果と感じました。

　

【改善点】

　　・児童，保護者とも「地域行事に進んで参加している」は，前回よりポイントは上がりましたが肯定感が低かったです。

　　　少年団活動やレジャーの多様化など時代の変化もありますが，地域の盛り上げのため公民館等と連携して，

　　　児童の参加率アップを目指していきます。

　　・「あいさつ」について保護者・教員の回答は，改善を要するものでした。校内では大きな声であいさつができても，

　　　校外（地域社会）でできる児童は減ってしまいます。あいさつは地域社会でできてこそのものです。

　　　今後も家庭地域共々，根気強く児童への声かけをしていきたいと思います。
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児童は元気に通学している

児童は仲良く生活している

児童は家庭学習を毎日実施している

児童は自分の長所わかっている

児童は友達の良いところ見つけている

児童はあいさつよくできる

基礎基本の定着の成果が上がっている

意欲を向上させる授業を工夫している

個に応じた支援をしている

子どもの理解と適切な支援をしている

安心できる学級環境づくりをしている

命・郷土愛等の心の教育をしている

自分は相談しやすい体制作りをしている

自分は家庭地域との連携をしている

学校は適切な情報の提供をしている

学校は組織的な安全管理をしている

教職員


